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誰もが疑わなかった大豆の浸漬工程をカットし、
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一般
に
、
豆
乳
・
豆
腐
製
造
業

で
は
、
大
豆
加
工（
挽
き
割
り
・

脱
皮
）と
、
豆
乳
や
豆
腐
な
ど
の

製
品
の
製
造
工
程
は
別
々
に
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
に
か

か
る
設
備
や
コ
ス
ト
は
非
常
に
大

き
い
。
特
に
、
原
料
と
な
る
大

豆
加
工
に
お
い
て
は
原
料
大
豆
の

浸
漬
が
必
要
と
な
る
が
、
こ
こ

に
業
界
生
産
者
が
最
も
頭
を
痛

め
る
問
題
が
存
在
し
て
い
た
。

大
豆
の
浸
漬
に
は
約
８
時
間

～
20
時
間
も
の
時
間
が
か
か
り
、

電
力
や
人
件
費
の
ほ
か
、
浸
漬

ス
ペ
ー
ス
が
必
要
と
な
る
上
、
浸

漬
に
伴
う
日
々
の
給
排
水
は

給
水
5
4
0
t
／
月
、
排
水

3
6
0
t
／
月
に
上
り
、コ
ス
ト・

環
境
問
題
の
両
面
で
生
産
者
の

負
担
と
なって
い
た
。
時
間
が
か
か

る
た
め
に
急
な
注
文
への
対
応
が

難
し
く
、
大
豆
を
水
に
浸
漬
す

る
こ
と
で
酸
化
ス
ピ
ー
ド
が
速

ま
り
品
質
低
下
を
も
た
ら
す
原

因
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
日
々

の
水
温
や
気
温
の
変
化
も
製
品

の
品
質
を
不
安
定
に
さ
せ
る
要

因
と
な
って
い
た
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
全
て
解
決

し
た
の
が
無
浸
漬
の
豆
乳
製
造

方
法「
エコ
ス
タ
ー
」で
あ
る
。
問

か
っ
て
い
た
。
三
つ
目
は「
添
加

物
を
使
用
せ
ず
、
ム
ラ
の
な
い
煮

沸
」で
あ
る
。
無
添
加
の
製
品
作

り
を
行
い
た
く
て
も
、
大
豆
の
煮

沸
時
に
大
量
の
泡
が
発
生
す
る

た
め
、
ム
ラ
炊
き
を
防
ぐ
た
め

に
も
消
泡
剤
を
添
加
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
かっ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
様
々
な
技
術
課
題
に
取
り
組

ん
だ
。
と
り
わ
け
浸
漬
時
間
ゼ
ロ

を
達
成
す
る
た
め
、
大
豆
を
す

り
つ
ぶ
す
の
で
は
な
く
、最
初
に

挽
き
割
り
、脱
皮
後
に
水
と
合
わ

せ
、さ
ら
に
細
か
く
粉
砕
す
る
と

い
う
手
順
を
取
っ
た
。
そ
の
た
め

に
粉
砕
機
の
刃
の
材
質
を
変
え
、

硬
い
大
豆
で
あ
って
も
粉
砕
を
可

能
と
し
た
。
煮
沸
部
の
釜
も
二
重

圧
力
釜
を
採
用
し
、ム
ラ
炊
き

を
防
ぐ
な
ど
の
対
策
を
取
っ
た
。

題
と
な
って
い
た
浸
漬
工
程
を
完

全
に
削
除
し
、
さ
ら
に
別
々
で

あ
っ
た
大
豆
加
工
と
製
品
の
製

造
工
程
の一元
化
に
着
手
し
た
。

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
三
つ

の
目
標
を
設
定
し
た
。一
つ
目
は

「
浸
漬
工
程
に
付
随
す
る
課
題

を
取
り
除
く
た
め
、
浸
漬
工
程

自
体
を
製
造
工
程
か
ら
削
除
す

る
」と
い
う
目
標
で
あ
る
。二
つ
目

は「
大
豆
の
酸
化
を
防
ぐ
た
め
、

大
豆
の
加
工（
挽
き
割
り
・
脱
皮
）

を
豆
乳
製
造
装
置
自
体
に
組
み

込
む
」と
い
う
目
標
で
あ
る
。
大

豆
加
工
の
自
社
設
備
を
持
つ
負

担
も
生
産
者
に
は
重
く
の
し
か

こ
の
結
果
、
従
来
は
20
時
間

以
上
か
け
て
い
た
豆
乳
製
造
時

間
を
わ
ず
か
20
分
に
短
縮
さ

せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
ま

た
、
大
豆
本
来
の
風
味
を
引
き

出
せ
る
た
め
、
豆
乳
や
豆
腐
の

品
質
を
高
め
る
こ
と
に
も
成
功

し
た
。
消
費
者
1
0
0
0
人
に

実
施
し
た
試
食
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
99
％
が「
甘
い
」「
風
味
が
出

て
い
る
」と
好
評
を
博
し
た
。

日
本
人
の
食
に
欠
か
せ
な
い

豆
乳
・
豆
腐
は
今
日
ま
で
脈
々

と
同
じ
製
造
方
法
が
継
承
さ
れ

て
き
た
が
、
生
産
者
が
抱
え
る

悩
み
を
解
消
し
、
消
費
者
に
も

喜
ば
れ
る
製
品
を
提
供
し
、
環

境
問
題
に
も
配
慮
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
豆
乳
・
豆
腐
業
界
を

大
き
く
変
え
る
可
能
性
を
秘
め

た
開
発
の
成
功
と
い
え
る
。

http://www.ysp-soybean.com/

株式会社ワイエスピー

商 号：株式会社ワイエスピー
設 立：昭和60年（1985年）6月
従業員数： １２名（平成２５年１２月１９日現在）
事業内容：創業以来、豆乳・豆腐製造機械の製造

販売に携わり、中でも豆乳・豆腐製造工
程における煮沸の部分に重点を置いた研
究開発に取り組んでいる。豆腐製造機械
のパイオニアとして、様々な製造システム
をプロデュースしている。

会社概要

株式会社ワイエスピー 
常務取締役 新開 健司
福岡県飯塚市有井320-19
TEL 0948-82-5050
E-mail ysp@ysp-soybean.com

お問い合わせ先

写真左から、新開健司、新開康弘、新開節夫、古賀洋、吉原将仁、岩村和明

業界最短の製造時間で高品質の豆乳製造を実現した豆乳製造方法受賞件名

この度、このような栄誉ある賞を頂けたことは誠
に光栄に思います。また、多くの方々からご支援頂
きましたことを心より感謝致しております。これを
励みに、今後も社会に貢献できるようなものづく
りを心掛けて、研究・開発を行っていきたいと思
います。

受賞メッセージ

豆
乳
製
造
に
か
か
る
課
題

を
全
て
解
決

●豆乳の画期的な製造方法によ
り、製造時間の短縮等だけでな
く、高い栄養価を実現。

●日本食に関しての新しい製造技術を通
じて、クールジャパン活動への貢献も
期待。

受賞者  株式会社ワイエスピー

新開 節夫（リーダー）

新開 康弘
新開 健司

古賀 洋
吉原 将仁

岩村 和明

業界初の大豆加工（挽き割り・脱皮）と
製品製造工程を一元化

受賞理由

従来の1/7に縮小

約20分約8時間〜20時間

約20分

従来製法

新製法
浸漬による
大豆酸化の

ばらつきがない

■無浸漬タイプ「エコスター」の外観

従来製法と新製法の製造時間と設置スペース

■設置スペースは1/7に縮小、製造時間も最大で約20時間削減

この工程を
カット！

大豆持ち込み
大豆の脱皮依頼

皮付大豆を
納品

加工大豆を納品

煮伍

煮伍

余分な水

加工大豆を納品

部分の工程をカット

■従来の豆乳製造方法と受賞案件の豆乳製造方法との比較

20
時
間
以
上
か
かって
い
た

製
造
時
間
を
20
分
ま
で
短
縮

従
来
と
本
件
の
製
造
時
間

従
来
と
本
件
の
製
造
ス
ペ
ー
ス

大豆浸漬時間  豆乳製造時間

 豆乳製造時間

大豆浸漬工程の
完全排除

挽き割り・脱皮
装置

約40㎡
大豆浸漬室

約30㎡ 豆乳製造
装置

約6㎡

設置スペースを
大幅縮小

豆乳製造
装置

約6㎡

定量～脱皮 3分
撹拌 3分

第2粉砕 4分
煮沸 5分

伍出し 3分等
 

合計２０分

従
来
の
豆
乳
製
造
方
法

  

本
件
の

  

豆
乳
製
造
方
法

大
豆
問
屋

豆
乳
・
豆
腐

製
造
業
者

粉
砕
・
脱
皮

加
水
・
煮
沸

分 

離

おから

豆乳

豆
乳
・
豆
腐

製
造
業
者

排水処理

浸漬工程
（8〜20時間）

粉
砕
・
加
水

・
煮
沸

分 

離
おから

豆乳

大
豆
問
屋

  

大
豆

  

加
工
業
者

大
豆
問
屋
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